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9月定例会
　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
幸
手
市
長
職
務
代
理
者
提
出
議
案
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決

算
の
認
定
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
・
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
処
分
及

び
決
算
の
認
定
９
件
、
条
例
案
９
件
、
市
道
路
線
認
定
・
変
更
・
廃
止
３
件
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
９
件
の
合
計
30
件
と
、

報
告
５
件
で
し
た
。
一
般
質
問
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
、
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳入総額 194億3,479万円

実質収支額 （決算剰余金） 7億5,768万円
（前年度比8.0％増）

平成30年度一般会計の決算状況

（前年度比10.9％増）
歳出総額185億8,102万円

歳 入

歳 出

　
歳
出
で
は
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執

行
率
は
前
年
度
比
5.4
ポ
イ
ン
ト
増
の

94
・
8
％
。
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
（
義
務
的
経
費
）
の
歳
出
総
額
に
占

め
る
割
合
は
前
年
度
比
0.4
ポ
イ
ン
ト
減

の
40
・
5
％
で
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
を
占
め
る
市
税（
み

な
さ
ん
か
ら
の
税
金
）
は
、
前
年
度
比

2.9
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
現
額

に
対
す
る
収
入
率
は
1
0
0
・
6
％
。

歳
入
・
歳
出

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
水
道
会
計

を
除
く
）
歳
入
決
算
合
計
は
前
年
度
比

0.4
％
減
の
３
２
２
億
9
8
1
8
万
円
。

歳
出
決
算
合
計
は
同
比
2.5
％
増
の
３
０

９
億
７
６
８
５
万
円
で
し
た
。
　

　
水
道
事
業
会
計
決
算
は
収
益
的
収
入

が
11
億
４
５
１
３
万
円
。
支
出
は
10
億

１
７
９
１
万
円
。
良
好
な
経
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。
給
水
量
１
㎥
あ
た
り
の
利

益
は
、
１
円
87
銭
で
し
た
。

［民生費］［民生費］

63億2187万円63億2187万円
（34.0％）（34.0％）

福祉などの福祉などの
充実のために充実のために

［土木費］［土木費］

39億6872万円39億6872万円
（21.4％）（21.4％）

土木工事などに土木工事などに

［衛生費］［衛生費］

12億421万円12億421万円
（6.5％）（6.5％）

市の衛生の市の衛生の
ためにために

［総務費］［総務費］

17億1145万円17億1145万円
（9.2％）（9.2％）

組織管理の
ための経費
組織管理の
ための経費

［公債費］［公債費］

12億8342万円12億8342万円
（6.9％）（6.9％）

借りている借りている
お金の返済お金の返済

［議会費・農林水産業費・労働費［議会費・農林水産業費・労働費
商工費・消防費・諸支出金］商工費・消防費・諸支出金］

19億5218万円19億5218万円
（10.5％）（10.5％）

その他その他

使ったお金
185億8102万円

21億3917万円21億3917万円

学校や生涯学習学校や生涯学習
のためにのために

［教育費］［教育費］

（11.5％）（11.5％）

入ったお金
194億3479万円

自主財
源
52.4％

依
存
財
源
47
.6

％

65億7869万円65億7869万円

3783万円3783万円
（0.2％）（0.2％）

（33.9％）（33.9％）

みなさんみなさん
からの税金からの税金

12億3867万円12億3867万円
（6.4％）（6.4％）

繰越金繰越金

40億6922万円40億6922万円
（20.9％）（20.9％）

国と県からの国と県からの
支出金支出金

16億2610万円16億2610万円
（8.4％）（8.4％）

借りたお金借りたお金

8億9103万円8億9103万円
（4.6％）（4.6％）

地方消費税地方消費税
交付金交付金

3億5405万円3億5405万円
（1.7％）（1.7％）

その他その他

1億9584万円1億9584万円
（1.0％）（1.0％）

使用料・
手数料
使用料・
手数料

21億1581万円21億1581万円
（10.9％）（10.9％）

繰入金
その他
繰入金
その他

23億2754万円23億2754万円
（12.0％）（12.0％）

国から
交付されたお金
国から
交付されたお金

財産収入財産収入

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.92 〔市議会だよりさって〕No.92

　
令
和
元
年
8
月
20
日
（
火
曜
日
）
午

後
3
時
よ
り
第
2
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
以
下
の
内
容
で
報
告
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
日
、
渡
辺
邦
夫
幸
手
市
長
よ
り
、

明
日
8
月
21
日
を
も
っ
て
退
職
し
た
い

と
の
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
臨
時
会
に
は
、
渡
辺
邦
夫
市
長
に

対
す
る
不
信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
市
長

か
ら
退
職
申
出
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
本
決
議
案
の
提
出
議
員
お
よ

び
賛
成
議
員
に
報
告
を
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
不
信
任
決
議
案
に
つ
い
て
は

取
り
下
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
長
の
退
職
申
し
出
が

明
日
8
月
21
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
１
４
５
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
が
必
要
な

た
め
、
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
り
本
日

の
議
題
と
し
た
も
の
で
す
。
議
長
報
告

を
受
け
議
会
は
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と

に
全
会
一
致
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
（
議
案
第
40
号
）

　
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
開
始
か
ら
現

在
ま
で
の
発
行
お
よ
び
元
利
償
還
と
交

付
税
措
置
さ
れ
た
総
額
を
ま
た
、
当
市

の
地
方
債
発
行
総
額
に
占
め
る
臨
時
財

政
対
策
債
の
割
合
。
ま
た
、
市
債
発
行

額
残
高
に
つ
い
て
市
長
職
務
代
理
者
に

伺
う
。

　
制
度
の
開
始
で
あ
る
平
成
13
年
度
か

ら
決
算
年
度
で
あ
る
平
成
30
年
度
ま
で

の
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
総
額
は
１

３
６
億
１
５
７
０
万
円
で
す
。
次
に
、

平
成
13
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

元
利
償
還
金
の
総
額
は
、
元
金
分
が
４

５
億
６
２
８
６
万
７
０
１
９
円
、
利
子

分
が
9
億
３
８
１
０
万
８
０
０
１
円
、

合
計
が
55
億
97
万
５
０
２
０
円
で
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

普
通
交
付
税
の
算
定
式
に
お
い
て
臨
時

財
政
対
策
償
還
費
と
し
て
基
準
財
政
需

要
額
に
参
入
さ
れ
交
付
税
措
置
さ
れ
た

総
額
は
52
億
１
９
６
７
万
１
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
残
高
は
１
４
０
億
２
５
３
２
万

円
で
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は

90
億
５
２
８
３
万
２
９
８
１
円
を
占
め

て
お
り
ま
す
。
率
に
い
た
し
ま
す
と
64

・
５
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
税
と
市
民
税
の
現
状
分
析
に
つ
い

て
市
長
職
務
代
理
者
に
伺
う
。

　
平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
65
億
７
８

６
８
万
９
０
１
１
円
、
平
成
29
年
度
は

63
億
９
３
６
４
万
９
２
８
２
円
、
対
前

年
度
１
億
８
５
０
３
万
９
７
２
９
円
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
増
加
し
た
主
な
要
因
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
固
定
資
産
税
が
約
１
億
６
３
４

２
万
円
の
増
、
そ
の
中
で
も
、
幸
手
中

央
地
区
産
業
団
地
分
と
し
て
１
億
２
０

４
９
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
お
り
、
産

業
団
地
に
よ
る
影
響
が
全
体
を
押
し
上

げ
て
い
る
も
の
で
す
。

答
　
弁

質
　
疑

第
２
回
臨
時
会
報
告

渡
辺
邦
夫
市
長
の
退
職
願

答
　
弁

質
　
疑

9
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

            （
議
案
第
40
号
）

平成30年度その他会計の決算状況 

会計名

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計（収益的収支）

歳入決算額 歳出决算額 実質収支額

幸手駅西口土地区画整理事業
特別会計

6,482,193,815

600,161,523

3,736,549,121

30,416,575

1,053,418,183

960,651,105

1,145,126,584

6,380,255,768

596,694,426

3,574,070,258

29,548,881

928,109,231

887,151,211

1,017,911,955

101,938,047

3,467,097

162,478,863

867,694

125,308,952

73,499,894

127,214,629
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9月定例会
　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
幸
手
市
長
職
務
代
理
者
提
出
議
案
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決

算
の
認
定
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
・
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
処
分
及

び
決
算
の
認
定
９
件
、
条
例
案
９
件
、
市
道
路
線
認
定
・
変
更
・
廃
止
３
件
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
９
件
の
合
計
30
件
と
、

報
告
５
件
で
し
た
。
一
般
質
問
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
、
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳入総額 194億3,479万円

実質収支額 （決算剰余金） 7億5,768万円
（前年度比8.0％増）

平成30年度一般会計の決算状況

（前年度比10.9％増）
歳出総額185億8,102万円

歳 入

歳 出

　
歳
出
で
は
、
予
算
現
額
に
対
す
る
執

行
率
は
前
年
度
比
5.4
ポ
イ
ン
ト
増
の

94
・
8
％
。
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
（
義
務
的
経
費
）
の
歳
出
総
額
に
占

め
る
割
合
は
前
年
度
比
0.4
ポ
イ
ン
ト
減

の
40
・
5
％
で
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

の
根
幹
を
占
め
る
市
税（
み

な
さ
ん
か
ら
の
税
金
）
は
、
前
年
度
比

2.9
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
現
額

に
対
す
る
収
入
率
は
1
0
0
・
6
％
。

歳
入
・
歳
出

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
水
道
会
計

を
除
く
）
歳
入
決
算
合
計
は
前
年
度
比

0.4
％
減
の
３
２
２
億
9
8
1
8
万
円
。

歳
出
決
算
合
計
は
同
比
2.5
％
増
の
３
０

９
億
７
６
８
５
万
円
で
し
た
。
　

　
水
道
事
業
会
計
決
算
は
収
益
的
収
入

が
11
億
４
５
１
３
万
円
。
支
出
は
10
億

１
７
９
１
万
円
。
良
好
な
経
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。
給
水
量
１
㎥
あ
た
り
の
利

益
は
、
１
円
87
銭
で
し
た
。

［民生費］［民生費］

63億2187万円63億2187万円
（34.0％）（34.0％）

福祉などの福祉などの
充実のために充実のために

［土木費］［土木費］

39億6872万円39億6872万円
（21.4％）（21.4％）

土木工事などに土木工事などに

［衛生費］［衛生費］

12億421万円12億421万円
（6.5％）（6.5％）

市の衛生の市の衛生の
ためにために

［総務費］［総務費］

17億1145万円17億1145万円
（9.2％）（9.2％）

組織管理の
ための経費
組織管理の
ための経費

［公債費］［公債費］

12億8342万円12億8342万円
（6.9％）（6.9％）

借りている借りている
お金の返済お金の返済

［議会費・農林水産業費・労働費［議会費・農林水産業費・労働費
商工費・消防費・諸支出金］商工費・消防費・諸支出金］

19億5218万円19億5218万円
（10.5％）（10.5％）

その他その他

使ったお金
185億8102万円

21億3917万円21億3917万円

学校や生涯学習学校や生涯学習
のためにのために

［教育費］［教育費］

（11.5％）（11.5％）

入ったお金
194億3479万円

自主財
源
52.4％

依
存
財
源
47
.6

％

65億7869万円65億7869万円

3783万円3783万円
（0.2％）（0.2％）

（33.9％）（33.9％）

みなさんみなさん
からの税金からの税金

12億3867万円12億3867万円
（6.4％）（6.4％）

繰越金繰越金

40億6922万円40億6922万円
（20.9％）（20.9％）

国と県からの国と県からの
支出金支出金

16億2610万円16億2610万円
（8.4％）（8.4％）

借りたお金借りたお金

8億9103万円8億9103万円
（4.6％）（4.6％）

地方消費税地方消費税
交付金交付金

3億5405万円3億5405万円
（1.7％）（1.7％）

その他その他

1億9584万円1億9584万円
（1.0％）（1.0％）

使用料・
手数料
使用料・
手数料

21億1581万円21億1581万円
（10.9％）（10.9％）

繰入金
その他
繰入金
その他

23億2754万円23億2754万円
（12.0％）（12.0％）

国から
交付されたお金
国から
交付されたお金

財産収入財産収入

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.92 〔市議会だよりさって〕No.92

　
令
和
元
年
8
月
20
日
（
火
曜
日
）
午

後
3
時
よ
り
第
2
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
以
下
の
内
容
で
報
告
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
日
、
渡
辺
邦
夫
幸
手
市
長
よ
り
、

明
日
8
月
21
日
を
も
っ
て
退
職
し
た
い

と
の
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
臨
時
会
に
は
、
渡
辺
邦
夫
市
長
に

対
す
る
不
信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
市
長

か
ら
退
職
申
出
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
本
決
議
案
の
提
出
議
員
お
よ

び
賛
成
議
員
に
報
告
を
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
不
信
任
決
議
案
に
つ
い
て
は

取
り
下
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
市
長
の
退
職
申
し
出
が

明
日
8
月
21
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
１
４
５
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
が
必
要
な

た
め
、
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
り
本
日

の
議
題
と
し
た
も
の
で
す
。
議
長
報
告

を
受
け
議
会
は
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と

に
全
会
一
致
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
（
議
案
第
40
号
）

　
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
開
始
か
ら
現

在
ま
で
の
発
行
お
よ
び
元
利
償
還
と
交

付
税
措
置
さ
れ
た
総
額
を
ま
た
、
当
市

の
地
方
債
発
行
総
額
に
占
め
る
臨
時
財

政
対
策
債
の
割
合
。
ま
た
、
市
債
発
行

額
残
高
に
つ
い
て
市
長
職
務
代
理
者
に

伺
う
。

　
制
度
の
開
始
で
あ
る
平
成
13
年
度
か

ら
決
算
年
度
で
あ
る
平
成
30
年
度
ま
で

の
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
総
額
は
１

３
６
億
１
５
７
０
万
円
で
す
。
次
に
、

平
成
13
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

元
利
償
還
金
の
総
額
は
、
元
金
分
が
４

５
億
６
２
８
６
万
７
０
１
９
円
、
利
子

分
が
9
億
３
８
１
０
万
８
０
０
１
円
、

合
計
が
55
億
97
万
５
０
２
０
円
で
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

普
通
交
付
税
の
算
定
式
に
お
い
て
臨
時

財
政
対
策
償
還
費
と
し
て
基
準
財
政
需

要
額
に
参
入
さ
れ
交
付
税
措
置
さ
れ
た

総
額
は
52
億
１
９
６
７
万
１
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
残
高
は
１
４
０
億
２
５
３
２
万

円
で
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は

90
億
５
２
８
３
万
２
９
８
１
円
を
占
め

て
お
り
ま
す
。
率
に
い
た
し
ま
す
と
64

・
５
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
税
と
市
民
税
の
現
状
分
析
に
つ
い

て
市
長
職
務
代
理
者
に
伺
う
。

　
平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
65
億
７
８

６
８
万
９
０
１
１
円
、
平
成
29
年
度
は

63
億
９
３
６
４
万
９
２
８
２
円
、
対
前

年
度
１
億
８
５
０
３
万
９
７
２
９
円
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
増
加
し
た
主
な
要
因
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
固
定
資
産
税
が
約
１
億
６
３
４

２
万
円
の
増
、
そ
の
中
で
も
、
幸
手
中

央
地
区
産
業
団
地
分
と
し
て
１
億
２
０

４
９
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
お
り
、
産

業
団
地
に
よ
る
影
響
が
全
体
を
押
し
上

げ
て
い
る
も
の
で
す
。

答
　
弁

質
　
疑

第
２
回
臨
時
会
報
告

渡
辺
邦
夫
市
長
の
退
職
願

答
　
弁

質
　
疑

9
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

            （
議
案
第
40
号
）

平成30年度その他会計の決算状況 

会計名

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計（収益的収支）

歳入決算額 歳出决算額 実質収支額

幸手駅西口土地区画整理事業
特別会計

6,482,193,815

600,161,523

3,736,549,121

30,416,575

1,053,418,183

960,651,105

1,145,126,584

6,380,255,768

596,694,426

3,574,070,258

29,548,881

928,109,231

887,151,211

1,017,911,955

101,938,047

3,467,097

162,478,863

867,694

125,308,952

73,499,894

127,214,629



一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

産
が
当
初
の
見
込
よ
り
も
９
６
４
万
円

減
額
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
他

の
法
人
等
の
償
却
資
産
の
減
価
償
却
が

予
想
よ
り
も
落
ち
込
み
、
合
わ
せ
て
償

却
資
産
が
１
９
６
４
万
６
０
０
０
円
減

額
に
な
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

問
　
公
用
車
に
付
け
て
い
る
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
台
数
は
。

答
　
公
用
自
動
車
98
台
分
の
う
ち
、
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
除
い
て
、
58
台
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
39
台
に
つ

け
る
と
、
全
車
に
な
る
。

　
職
員
の
安
全
運
転
意
識
や
運
転
マ
ナ
ー

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
搭
載
車
で
あ
る
こ
と
を
外

部
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪

や
事
件
等
の
抑
止
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
し
て
い
る
。

問
　
財
政
調
整
基
金
で
は
な
く
使
用
目

的
が
限
定
さ
れ
る
庁
舎
建
設
基
金
に
積

立
て
る
理
由
は
。

答
　
経
済
事
情
の
変
動
等
財
源
不
足
額

を
埋
め
る
た
め
の
財
源
、
緊
急
、
災
害

に
よ
り
生
じ
た
経
費
、
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
生
じ
た
経
費
に
財
源
を

充
て
る
と
い
う
考
え
に
な
る
の
で
庁
舎
建

設
基
金
と
は
別
も
の
で
あ
る
。

　問
　
分
限
、
懲
戒
の
内
容
は
。

答
　
分
限
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
員
の

最
長
年
数
は
３
年
ま
で
と
決
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は

最
長
１
年
の
会
計
年
度
の
た
め
、
１
年
以

内
で
分
限
の
処
分
と
す
る
と
い
う
読
み
替

え
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

懲
戒
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
任

用
職
員
に
報
酬
と
い
う
形
で
支
払
わ
れ

る
た
め
、
そ
の
報
酬
も
懲
戒
の
処
分
対

象
と
な
る
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
あ

る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
減
額
理
由
は
。

答
　
固
定
資
産
税
１
６
５
６
万
９
０
０

０
円
減
の
内
訳
と
し
て
、
土
地
は
１
０

３
万
円
の
減
、
家
屋
は
４
１
０
万
７
０

０
０
円
の
増
、
償
却
資
産
は
１
９
６
４

万
６
０
０
０
円
の
減
で
あ
る
。

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
の
償
却
資

答
　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
分
の
収

入
済
額
は
２
億
２
６
６
１
万
３
７
０
０

円
で
あ
る
。

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
提
案

さ
れ
る
ま
で
に
至
る
経
緯
は
。

答
　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治

法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
設
定
さ
れ

た
制
度
で
、
今
ま
で
非
常
勤
の
特
別
職

お
よ
び
一
般
職
の
非
常
勤
職
が
各
地
方

公
共
団
体
で
あ
る
意
味
ば
ら
ば
ら
に
運

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
統
一
的
、

画
一
的
に
運
用
す
る
た
め
、
一
般
職
員

の
非
常
勤
職
員
を
全
て
会
計
年
度
任
用

職
員
に
、
ま
た
、
非
常
勤
の
特
別
職
で

本
来
、
非
常
勤
の
特
別
職
と
な
り
得
な

い
事
務
的
補
助

を
行
っ
て
い
る

非
常
勤
の
特
別

職
の
方
々
を
会

計
年
度
任
用
職

員
に
移
行
す
る

も
の
で
あ
る
。

問
　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
事
業
内

容
は
。

答
　
幸
手
市
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
業
務
委
託

料
、
ア
ー
ト
さ
ん
ぽ
業
務
委
託
料
な
ど

の
事
業
が
あ
り
、
合
計
額
が
８
０
０
万

９
６
６
９
円
で
、
そ
の
２
分
の
１
が
補

助
対
象
の
た
め
４
０
０
万
４
８
３
４
円

と
い
う
決
算
額
に
な
っ
た
。

問
　
男
女
共
同
参
画
推
進
費
の
報
酬
お

よ
び
旅
費
の
内
容
は
。

答
　
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
委
員

の
報
酬
は
協
議
会
１
回
に
つ
き
、
１
人

６
８
０
０
円
で
あ
る
。
ま
た
旅
費
に
つ

い
て
は
、
金
沢
市
で
行
わ
れ
た
日
本
女

性
会
議
に
参
加
し
た
委
員
２
名
分
と
随

行
職
員
１
名
分
で
あ
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
収
入
済
額
28
億
４

９
０
０
万
円
の
こ
の
中
で
幸
手
中
央
地

区
産
業
団
地
分
の
金
額
は
。

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（
議
案
第
40
号
）

総
務
常
任
委
員
会

問答問問 答

答答 問

問答問答

問答問答
令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
４
号
）

 

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
　（
議
案
第
48
号
）

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例（
議
案
第
49
号
）

（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.92〔市議会だよりさって〕No.92

　討
論

　
　
　
　
　大
平

　泰
二

　
民
間
橋
上
駅
舎
の
、
総
工
費
10
億
4

１
５
６
万
６
７
１
６
円
（
当
初
計
画
12

億
４
５
０
０
万
円
）
に
対
し
国
の
補
助

は
2
億
７
１
４
万
９
２
９
４
円
、
率
に

し
て
19
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

初
駅
舎
補
助
率
55
％
と
市
民
に
は
説
明

し
た
責
任
を
明
確
に
す
べ
き
で
す
。

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
の
年
次
計
画

で
は
6
年
目
ま
で
は
23
億
１
６
０
１
万

円
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

事
業
が
実
施
に
入
る
と
事
業
費
が
31
億

４
７
９
万
円
に
膨
ら
む
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
区
画
整
理
の
財
政
負
担
と
し

て
移
転
補
償
を
市
は
残
り
１
１
３
棟
と

し
て
い
ま
す
が
、
移
転
補
償
費
は
概
算

で
33
億
円
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
に
街
路
整
備
が
加
わ
る
と
当
初
事

業
費
の
計
画
費
75
億
７
９
０
０
万
円
を

超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、

街
路
事
業
に
切
り
替
え
一
般
会
計
か
ら

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
を
要
求
す
る
も

の
で
す
。

賛
成

　
　
　討
論

　小
河
原
浩
和

　
景
気
が
穏
や
か
に
回
復
す
る
中
、
幸

手
市
の
市
税
も
１
億
８
５
０
３
万
円
、

2.9
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
定
住
促
進
事
業
や

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
。
民
間
保
育
園

へ
の
建
設
費
補
助
、
市
内
全
校
で
の
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
な
ど
子
育
て

世
代
へ
の
応
援
体
制
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
検
診
や
各
種
予
防
接
種
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
健
康
づ
く
り

の
推
進
。
地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
、

特
別
栽
培
米
の
販
売
促
進
、
農
地
維
持

管
理
を
行
う
団
体
へ
の
補
助
。
商
工
会

や
市
内
企
業
と
連
携
を
図
り
、
雇
用
の

促
進
に
も
務
め
た
。
特
に
供
用
が
開
始

さ
れ
た
幸
手
駅
や
東
西
自
由
通
路
な
ど
、

将
来
の
幸
手
市
発
展
を
見
据
え
た
予
算

執
行
に
対
し
賛
成
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　啓
子

　
こ
の
度
の
平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

施
策
を
見
ま
す
と
、
総
務
分
野
に
お
い

て
は
、
公
明
党
が
か
ね
て
よ
り
政
策
提

案
を
行
っ
て
き
た
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
減
ら
す
た
め
の
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

交
付
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
民
生
分
野
に
お
い
て
は
、
公
明
党
の

政
策
提
案
に
よ
る
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
災
害
時
に
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る

た
め
に
「
災
害
時
障
が
い
者
支
援
用
バ

ン
ダ
ナ
」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
バ
ン

ダ
ナ
は
、
昨
年
の
幸
手
市
防
災
訓
練
で

初
披
露
さ
れ
、
避
難
所
に
も
配
備
さ
れ

た
。
バ
ン
ダ
ナ
の
四
隅
に
は
、
「
目
が

見
え
ま
せ
ん
」「
耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
」

「
体
が
不
自
由
で
す
」
「
支
援
が
必
要

で
す
」
の
文
字
が
記
さ
れ
、
ど
れ
か
が

見
え
る
よ
う
に
着
用
し
て
使
う
工
夫
が

さ
れ
、
大
い
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
土
木
分
野
に
お
い
て
は
、
東
西
自
由

通
路
に
お
い
て
は
、
期
日
前
投
票
所
が

設
置
さ
れ
、
投
票
率
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。
依
っ
て
、
公
明
党
は
賛
成
討
論
と

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　坂
本

　達
夫

　　
令
和
元
年
度
　
幸
手
市
一
般
会
計
補

正
予
算
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
討
論
を

行
う
。

　
庁
舎
建
設
基
金
の
積
立
金
は
、
今
年

の
３
月
に
成
立
し
た
幸
手
市
庁
舎
建
設

基
金
条
例
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
前

市
長
は
、
今
年
の
２
月
に
行
わ
れ
た
庁

議
に
お
い
て
、
本
庁
舎
は
耐
震
補
強
工

事
で
は
な
く
、
建
て
替
え
方
針
で
あ
る

と
決
定
し
た
。
た
だ
し
、
建
て
替
え
時

期
、
位
置
、
規
模
は
未
定
。

　
一
方
、
幸
手
市
を
取
り
巻
く
財
政
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
30
年
度

末
の
基
金
残
高
は
10
億
円
程
度
と
、
以

前
は
30
億
円
も
あ
っ
た
も
の
が
最
低
ラ

イ
ン
に
落
ち
て
い
る
。
借
金
と
も
い
え

る
地
方
債
残
高
は
、
１
４
０
億
円
に
達

し
、稀
に
み
る
高
さ
を
維
持
し
て
い
る
。

　
庁
舎
の
建
て
替
え
方
針
は
、
自
ら
の

財
政
状
況
を
見
て
、
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
回
、
新
市
長
が
誕
生
す
る
の

で
、
新
市
長
の
判
断
を
待
っ
て
対
応
す

べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
基
金
の
補

正
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

（
議
案
第
40
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

（
議
案
第
40
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

（
議
案
第
61
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算

　
　（第
4
号
）

（
議
案
第
61
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算

　
　（第
4
号
）

反
対
討
論

日
　
時
：
11
月
17
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
〜
６
時

場
　
所
：
幸
手
市
役
所
第
１
会
議
室

内
　
容
：
議
会
報
告
（
９
月
議
会
関
係
）

　
　
　
　
広
聴
会

　
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

第
4
回
議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ

第
4
回
議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ
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